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地
元
の
珠
洲
市
総
合
病
院
に

十
年
間
、
脳
神
経
外
科
医
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
自

宅
の
す
ぐ
近
く
で
約
八
百
坪
の

土
地
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、

昨
年
四
月
に
開
業
（
脳
神
経
外

科
、
神
経
内
科
、
整
形
外
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）
し

ま
し
た
。

開
業
に
あ
た
っ
て
は
、
専
門

性
を
持
っ
た
診
療
（
診
断
に
重

点
を
置
く
）
が
で
き
る
こ
と
、

リ
ハ
ビ
リ
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
、
在
宅
医
療
（
訪
問
診
療
、

看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
、
で
き
れ
ば

将
来
デ
イ
ケ
ア
、
訪
問
介
護
）

も
行
う
こ
と
、
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
な
ど
を

目
標
に
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｆ

Ｃ
Ｒ
、電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、

広
い
リ
ハ
ビ
リ
室
（
言
語
室
を

含
め
約
百
六
十
平
方
メ
ー
ト

ル
）
を
持
っ
た
少
し
大
き
め
の

診
療
所
（
百
六
十
五
坪
）
を
建

て
ま
し
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
高
額
な
た
め
迷
い
ま
し
た

が
、
神
経
系
の
診
断
に
欠
か
せ

な
い
こ
と
、
低
磁
場
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ

で
も
臨
床
に
十
分
使
え
る
Ｍ
Ｒ

ア
ン
ギ
オ
が
可
能
に
な
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
導
入
を
決
め

ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
開
業
一
カ
月

前
に
は
何
と
か
集
ま
り
、
医
師

一
人
、
看
護
師
三
人
（
現
在
四

人
）、
薬
剤
師
一
人
、
放
射
線

技
師
一
人
、言
語
聴
覚
士
一
人
、

事
務
二
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。幸

い
、
地
元
で
の
十
年
間
の

実
績
も
あ
り
、
開
業
一
年
間
で

約
二
千
五
百
人
の
受
診
が
あ
り

ま
し
た
。珠
洲
市
が
三
分
の
二
、

内
浦
町
、
能
都
町
、
柳
田
村
、

町
野
町
（
輪
島
市
）、
そ
の
他

が
三
分
の
一
、
各
市
町
村
の
受

診
率
（
人
口
に
対
し
て
）
は
、

珠
洲
市
八
・
九
％
、
内
浦
町

五
・
〇
％
、能
都
町
三
・
〇
％
、

柳
田
村
二
・
五
％
で
し
た
。

診
療
圏
は
、
珠
洲
市
を
中
心

に
内
浦
町
、
能
都
町
、
柳
田
村
、

町
野
町
（
輪
島
市
）
で
、
車
で

約
三
十
分
以
内
の
地
域
で
し

た
。疾

患
別
で
は
、
神
経
疾
患

（
頭
痛
、
脳
血
管
障
害
、
眩
暈
、

頭
部
外
傷
、
痴
呆
な
ど
）
六

〇
％
、
整
形
疾
患
（
脊
椎
脊
髄

疾
患
、
関
節
疾
患
な
ど
）
二

四
％
、
内
科
疾
患
そ
の
他
（
高

血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
）
一

六
％
で
、
脊
椎
脊
髄
疾
患
を
含

め
る
と
神
経
疾
患
は
、
七
一
％

で
し
た
。

検
査
件
数
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
約
千

六
百
件
（
頭
部
九
三
％
、
脊
椎

脊
髄
七
％
）、
Ｃ
Ｔ
約
四
百
件

（
頭
部
九
五
％
、
脊
椎
脊
髄

二
・
五
％
、そ
の
他
二
・
五
％
）

で
し
た
。
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
三

十
歳
代
以
上
は
Ｍ
Ｒ
ア
ン
ギ
オ

も
ル
ー
チ
ン
で
行
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

一
年
間
で
未
破
裂
脳
動
脈
瘤

十
例
、
脳
腫
瘍
五
例
が
新
た
に

見
つ
か
り
ま
し
た
。
他
院
か
ら

当
院
へ
の
紹
介
は
六
十
五
例
、

当
院
か
ら
他
院
へ
の
紹
介
は
八

十
四
例
で
し
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
導
入
は
、
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
専
門
性
、
集
客
性
の

面
で
も
十
分
プ
ラ
ス
（
頭
痛
、

眩
暈
、
手
足
の
し
び
れ
等
を
訴

え
受
診
さ
れ
る
方
は
、
ク
モ
膜

下
出
血
、
脳
卒
中
、
脳
腫
瘍
な

ど
の
病
気
を
心
配
さ
れ
て
お

り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
希
望
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
）
で
あ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
業
当
初
よ
り
、
施
設
へ
の

往
診
、
数
人
の
在
宅
患
者
の
訪

問
診
療
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
四
月
よ
り
、
理
学
療

法
士
（
パ
ー
ト
）
が
入
り
、
若

干
名
で
は
あ
り
ま
す
が
、
訪
問

看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
も
始
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ

ッ
フ
が
確
保
で
き
れ
ば
、
積
極

的
に
在
宅
医
療
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
デ
イ
ケ
ア
、
訪

問
介
護
も
行
い
、
診
療
所
レ
ベ

ル
で
可
能
な
範
囲
で
医
療
と
福

祉
を
一
体
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

最
後
に
、
電
子
カ
ル
テ
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
問
題
も
あ

り
ま
す
が
（
業
者
が
ユ
ー
ザ
の

意
見
を
も
う
少
し
取
り
入
れ
て

く
れ
れ
ば
も
っ
と
使
い
や
す
く

な
る
と
思
う
の
で
す
が
）、
診

療
所
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
十
分
使

え
る
と
思
い
ま
す
。

第3回 

その3
会員デビュー講演会 

あ
い
ず
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
四
十
住
伸
　一　（
珠
洲
市
・
脳
神
経
外
科
） 
◎本稿は6月13日に開かれた
第3回会員デビュー講演会
の講演要旨です。 

　
　
　

を
導
入
し
て
の
 

無
床
診
療
所
の
開
業
 

専
門
性
と
地
域
医
療
を
め
ざ
し
て
 

テーマ 

M
R
I
 

C
 
T

第4回・会員デビュー講演・シンポジウム 

「会員デビュー講演・シンポジウム」もいよいよ第4回を迎えます。この企画は、比較的最近に開業された新しい会員3人に「ど
ういう夢を感じて開業医になったのか」「これまでの足跡とこれから何をしたいのか」を約20分ずつご講演いただき、最後にシ
ンポジウム形式で参加者と意見交換しよう、というものです。夢を失いかけ勇気を取り戻したい貴方、いやいや若僧よ開業医の
真髄はかくあるべきだと伝えたい貴方、そんな会員の皆さまが老若男女を問わず語り合い、親睦を図る場にしたいと思います。 

～ 開業医としての夢を語る ～ 

と　き 

2002年11月26日（火） 
●午後7時半～9時半 

ところ 

金沢都ホテル（金沢駅前） 
参加費 

無料 

報告・テーマ 

早川浩之会員 
（早川浩之の内科医院院長／金沢市／内科） 

「患者とのパートナーシップ」 テーマ 

北谷秀樹会員 
（北谷クリニック院長／高松町／外科・小児科） 

「脱専門、ちょっとヘソまがり」 テーマ 

西川忠之会員 
（にしかわクリニック院長／辰口町／内科・外科・泌尿器科） 

「当院の在宅CAPD療法について 
　～その現状と展望～」 

テーマ 
主催　石川県保険医協会 
電話 076‐222‐5373／FAX 076‐231‐5156

※11月20日までに、電話・FAXなどで必ずお申し込みください。 
※定員に達し次第、締め切らせて頂きます。 

講師の四十住伸一会員

地域の無床診療所で専門性と地域医療の両立をめざす四十住伸一会員の講演

富山協会からのお知らせ 

医院の承継と閉院のしかた 
～親子間・第三者間、個人・医療法人～ 

現在、開業医の年齢モードをみると、65～75歳の

山が若い世代よりも高くなっています。また地域によ

っては、開業医のほとんどが75歳以上という市町村

もあり、医院のスムーズな承継は、地域にとっても大

切な問題です。 

しかし若い世代とのジェネレーションギャップが種

々の面で存在し、口で言うほど簡単ではありません。

今回、愛知協会のご紹介でお招きした公認会計士・

長谷川敏也先生は、医業経営コンサルティングのス

ペシャリストであり、下記テキストをまとめる際に尽力

された方です。 

講　師 

と　き 

ところ 

参加費 

参加対象 

公認会計士・葵経営コンサルタンツ代表 

長谷川　敏也　先生 

富山名鉄ホテル 

11月30日（土） 
午後7時～9時 

（JR富山駅から徒歩5分・中央郵便局前） 

3F　清風の間 

資料代として　1,000円 

会員及び家族、事務長 

─お申し込み・お問い合わせは─ 

1076（442）8000富山県保険医協会まで 



（3）2002年10月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第366号石 川 保 険 医 新 聞

11111111111111111111111
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

11111111111111111111111
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

最
近
患
者
さ
ん
か
ら

〝
こ
の
ご
ろ
医
療
事
故

が
多
い
ね
〞
と
よ
く
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
の
報
道
で
も
毎
日
の

よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
危
険
な
、
ま
た
は
使
用
し

て
は
い
け
な
い
農
薬
を
使
っ
た
り
、

害
の
あ
る
物
質
や
薬
品
の
入
っ
た
食

品
が
出
回
っ
た
り
、
他
方
、
原
発
で

は
故
障
を
隠
し
て
運
転
し
た
り
、
作

業
時
に
多
量
に
被
ば
く
す
る
よ
う
な

こ
と
が
行
わ
れ
た
り
と
、〝
生
命
は

大
切
、
大
切
〞
と
言
い
な
が
ら
、
そ

の
生
命
を
脅
か
す
こ
と
が
平
気
で
行

わ
れ
た
り
し
て
い
る
。

診
療
報
酬
の
改
定
も
、
こ
の
観
点

か
ら
言
え
ば
同
じ
で
、
大
切
な
生
命

を
守
る
、
す
な
わ
ち
健
康
を
回
復
、

維
持
、さ
ら
に
増
進
さ
せ
る
こ
と
に
、

ま
っ
た
く
逆
行
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
診
療
は
十
分
に
注
意
し

て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
注
意

し
て
い
て
も
不
測
の
こ
と
が
起
こ
る

こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
最
近
の
事
故

の
頻
発
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
手
の

こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
一
人
の
患

者
に
か
か
る
医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

の
人
数
が
、
欧
米
と
は
段
違
い
に
少

な
い
の
は
問
題
で
あ
る
。
厚
生
省

（
当
時
）
健
康
政
策
局
作
成
の
資
料

に
よ
る
と
、
百
床
あ
た
り
の
医
師
、

看
護
職
員
の
数
は
ア
メ
リ
カ
の
五
分

の
一
、
ド
イ
ツ
の
二
分
の
一
か
ら
三

分
の
一
で
あ
る
。
今
度
の
診
療
報
酬

改
定
で
は
、
ま
す
ま
す
そ
の
傾
向
を

助
長
す
る
も
の
で
あ
る
。

医
療
に
携
わ
る
に
は
、
ベ
ス
ト
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
た
り
た
い
も
の

で
あ
る
が
、
今
の
報
酬
体
系
で
は
非

常
に
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。

健
康
な
時
に
は
威
勢
の
い
い
人
で

も
、
病
気
に
な
っ
た
時
、
ま
し
て
老

齢
に
な
れ
ば
、
一
層
心
細
く
な
り
、

手
厚
い
看
護
は
健
康
の
回
復
に
も
、

心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
大
切
な
こ

と
は
言
を
俟
（
ま
）
た
な
い
。

聖
域
な
き
改
革
は
、
経
済
的
な
面

だ
け
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
。
ま
ず
、
人
の
生
命
を
尊
ぶ
観
点

を
第
一
義
に
お
く
べ
き
で
あ
る
。

長
野
県
で
は
〝
脱
ダ
ム
〞
に
県
民

の
多
く
が
賛
成
の
意
を
示
し
た
。
不

要
な
公
共
事
業
に
、
い
か
に
多
く
の

経
費
が
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
か
。

石
川
県
内
で
も
、
何
の
た
め
の
林
道

か
首
を
傾
げ
る
よ
う
な
林
道
が
ず
い

ぶ
ん
あ
る
。
そ
の
補
修
に
も
相
当
な

費
用
が
か
か
る
。「
白
山
ト
ン
ネ
ル
」

に
も
多
く
の
疑
問
が
残
る
。
先
進
国

の
ど
こ
よ
り
も
公
共
事
業
費
が
多
い

の
に
、
社
会
保
障
へ
の
国
庫
支
出
は

最
低
で
、
こ
れ
が
命
を
尊
ぶ
政
策
と

言
え
る
だ
ろ
う
か
。

人
の
命
を
守
っ
て
こ
そ
〝
改
革
改
革
〞 

社
会
保
障
改
善

社
会
保
障
改
善
こ
そ
政
治

そ
政
治
の
使
命
使
命 

人
の
命
を
守
っ
て
こ
そ
〝
改
革
〞 

社
会
保
障
改
善
こ
そ
政
治
の
使
命 

聖
域
な
き
改
革
は
「
命
」
も
切
り
捨
て
る
?

講
演
会
に
参
加
す
る
歯
科
関

係
者
の
多
く
は
、
フ
ッ
素
の
局

所
応
用
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る

だ
ろ
う
。
ま
た
、
行
政
関
係
者

は
フ
ッ
素
そ
の
も
の
の
安
全
性

や
予
防
効
果
、
経
済
的
効
果
な

ど
に
興
味
を
持
つ
だ
ろ
う
と
は

予
測
で
き
た
。
実
際
の
普
及
に

お
い
て
は
、
フ
ッ
素
の
塗
布
や

洗
口
法
な
ど
の
局
所
応
用
の
理

解
だ
け
で
な
く
、『
フ
ロ
リ
デ

ー
シ
ョ
ン
』
が
容
認
さ
れ
れ
ば

す
べ
て
が
解
決
す
る
こ
と
は
明

白
で
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
講
演

会
を
企
画
し
た
意
図
は
『
フ
ッ

素
』
の
基
本
的
思
想
か
ら
、
す

べ
て
ひ
っ
く
る
め
た
話
を
聞
い

て
も
ら
い
、
安
全
性
と
効
果
に

自
信
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

あ
っ
た
。
結
果
は
ど
う
だ
っ
た

ろ
う
か
。

ま
ず
、
小
林
先
生
は
基
本
的

公
衆
衛
生
の
手
法
を
二
、
三
お

話
し
さ
れ
た
。

①G
oing

upstream

（
時
間
、

場
所
）

発
生
予
防
対
策
に
お
い
て

は
、
疾
患
の
な
い
時
期
に
早
く

対
処
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ

り
、し
た
が
っ
て
場
所
的
に
も
、

診
療
室
か
ら
外
に
出
て
、
発
生

源
に
近
づ
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
は
公
衆
衛
生
の
基
本
的

考
え
だ
と
お
話
し
さ
れ
た
。

②
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
目
標
と
す
る
健
康
状
態
が

険
し
い
坂
道
の
頂
上
に
あ
り
、

そ
こ
に
向
か
っ
て
個
人
が
た
ど

り
着
こ
う
と
す
る
努
力
を
、
社

会
的
支
援
活
動
に
よ
っ
て
、
そ

の
坂
道
の
勾
配
を
平
坦
化
す
る

手
段
と
考
え
る
と
分
か
り
や
す

い
と
解
説
さ
れ
た
。
そ
の
際
た

る
例
と
し
て
、
虫
歯
予
防
に
お

い
て
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る

も
の
と
し
て
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ

ン
を
挙
げ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、

上
水
道
中
に
含
ま
れ
る
フ
ッ
化

物
濃
度
を
高
い
も
の
は
低
く
、

低
い
も
の
は
高
く
、
適
正
な
濃

度
に
調
整
す
る
こ
と
で
、
小
さ

な
努
力
で
安
全
に
確
実
な
効
果

『
虫
歯
の
お
お
き
な
減
少
』
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
力
説
さ

れ
た
。

少
し
、
歯
科
医
に
迎
合
す
る

か
と
の
印
象
を
与
え
る
資
料
と

し
て
は
、虫
歯
が
減
少
す
る
と
、

確
か
に
国
民
の
平
均
像
と
し
て

は
、
三
十
歳
こ
ろ
ま
で
は
歯
科

医
師
の
関
わ
る
労
働
時
間
は
減

少
す
る
が
、
四
十
歳
以
上
か
ら

六
十
歳
に
か
け
て
、
減
少
分
を

補
っ
て
余
り
あ
る
ほ
ど
の
労
働

時
間
が
必
要
と
な
る
と
の
デ
ー

タ
が
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
残

存
歯
が
多
い
と
歯
科
に
受
診
す

る
こ
と
が
人
生
の
後
半
に
お
い

て
多
く
な
る
、
と
、
歯
科
医
師

に
配
慮
し
た
わ
け
で
あ
る
。
当

然
、
疾
患
の
構
成
比
率
も
変
わ

り
、
歯
周
病
な
ど
の
占
め
る
割

合
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
る

が
、
ま
た
、
残
存
歯
の
多
い
人

ほ
ど
、
生
涯
を
通
じ
全
身
疾
患

に
か
け
る
医
療
費
が
減
少
す
る

と
の
デ
ー
タ
も
示
さ
れ
た
。
つ

ま
り
、
国
民
全
体
の
健
康
に
お

け
る
歯
科
医
療
の
役
割
が
増
大

す
る
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
。

歯
科
医
師
よ
頑
張
れ
と
檄
を
飛

ば
し
て
講
演
を
閉
め
た
わ
け
で

あ
る
。

し
か
し
、
講
演
後
の
質
問
で

は
治
療
の
際
に
使
う
フ
ッ
素
含

有
の
詰
め
物
の
効
果
に
関
す
る

も
の
が
多
か
っ
た
。
小
林
先
生

は
発
生
予
防
の
講
演
を
さ
れ
た

わ
け
で
、
二
次
的
予
防
の
話
で

は
な
く
、
も
っ
と
も
っ
と
基
本

的
な
公
衆
衛
生
的
活
動
が
大
切

だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が
、
現
場
の
歯
科
医
の
意

識
は
治
療
に
フ
ッ
素
を
い
か
に

取
り
入
れ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ

に
力
点
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

発
生
予
防
を
い
か
に
す
る
か

が
国
民
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
、
歯
科
界
が
早
く
気
が

つ
い
て
欲
し
い
と
思
う
の
は
私

ば
か
り
で
は
な
い
は
ず
で
、
国

民
に
信
頼
さ
れ
る
歯
科
医
師
で

あ
る
た
め
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

を
指
摘
し
て
く
だ
さ
っ
た
講
演

を
無
駄
に
は
す
る
ま
い
と
決
意

さ
れ
た
人
が
多
く
い
た
と
信
じ

た
い
。

講師の小林清吾教授

理事　平田米里（野々市町・歯科）

予防歯科講演会 

九
月
八
日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
、
金
沢

都
ホ
テ
ル
で
予
防
歯
科
講
演
会
を
開
催
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
虫
歯
予
防
に
お
け
る
フ
ッ
素
の
効
果
と
そ
の
歯
科
臨

床
的
、
公
衆
衛
生
的
応
用
」
で
、
講
師
に
は
日
本
に
お
け
る

フ
ッ
素
の
権
威
、
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
衛
生
学
講
座
の
小

林
清
吾
教
授
を
お
招
き
し
た
。

会
場
に
は
定
員
を
上
回
る
九
十
人
の
歯
科
医
師
、
ス
タ
ッ

フ
、
行
政
関
係
者
ら
が
訪
れ
、
最
新
の
フ
ッ
素
事
情
に
つ
い

て
、
四
時
間
に
わ
た
っ
て
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

囲 

解 
答 

碁 

1が急所ですが4が好手でコウに 
なります。 

（問題は12面にあります） 

5 3 7
1 62
4

この講演を企画し、司会を務める
平田米里理事

90人の歯科医師、スタッフ、行政関係者らが訪れ、
4時間にわたる講演を熱心に聞いた
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九
月
二
十
九
日
、
東
京
・
新

宿
の
三
省
堂
文
化
会
館
に
て
、

第
五
回
歯
科
交
流
会
が
開
か
れ

た
。
今
回
の
歯
科
交
流
会
に
参

加
し
た
最
も
大
き
な
目
的
は
、

健
保
法
改
悪
後
の
保
団
連
の
運

動
方
針
を
見
極
め
た
い
と
思
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

以
下
、
会
の
発
言
者
と
執
行

部
と
の
や
り
と
り
と
感
想
を
述

べ
る
。

会
の
冒
頭
に
宇
佐
美
副
会
長

か
ら
基
調
報
告
が
な
さ
れ
た

が
、
そ
の
中
で
氏
は
今
次
診
療

報
酬
改
定
（
四
月
）
の
影
響
に

つ
い
て
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

四
・
五
八
％
と
述
べ
ら
れ
た
。

「
か
初
診
」
算
定
医
療
機
関
が

倍
以
上
に
増
え
て
、
七
五
％
の

医
療
機
関
で
算
定
し
た
と
こ

ろ
、
医
療
経
費
の
節
減
分
を
差

し
引
い
て
も
医
療
収
支
は
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
歯
冠

修
復
、
欠
損
補
綴
の
部
分
の
大

幅
な
点
数
引
き
下
げ
な
ど
、
こ

れ
以
上
削
減
で
き
な
い
部
分
に

ま
で
減
点
し
て
き
た
上
に
、
訪

問
診
療
の
極
端
な
制
限
が
行
わ

れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
続
い
て
十

月
か
ら
の
高
齢
者
一
割
、
二
割

負
担
、
そ
し
て
来
年
四
月
か
ら

の
健
保
三
割
負
担
で
、
今
ま
で

に
な
い
受
診
抑
制
が
起
き
よ
う

と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
医
療
機
関
へ
の
影
響

は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
患
者
・

国
民
へ
の
影
響
は
計
り
し
れ
な

い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。実
際
、

二
〇
〇
一
年
一
月
か
ら
の
七
十

歳
以
上
の
一
割
負
担
導
入
（
選

択
定
額
性
導
入
）
に
よ
り
、
患

者
数
や
医
療
内
容
を
調
査
し
た

保
団
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

よ
れ
ば
、
外
来
請
求
件
数
が
減

っ
た
歯
科
医
療
機
関
は
実
に
五

五
％
と
半
数
を
超
え
、
患
者
負

担
増
が
原
因
と
思
わ
れ
る
受
診

中
断
が
一
九
％
に
及
ん
で
い
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

過
去
の
健
保
法
改
悪
時
の
患

者
負
担
増
に
よ
る
影
響
は
、
一

九
八
四
年
の
一
割
負
担
増
時

で
、
受
診
率
は
八
二
％
、
一
九

九
七
年
の
改
正
時
で
は
、
や
は

り
八
八
％
に
低
下
し
て
い
る
。

さ
ら
に
来
年
四
月
か
ら
の
健
保

三
割
負
担
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、

患
者
本
人
と
医
療
機
関
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
必
至
で

あ
る
。
あ
る
民
間
団
体
の
試
算

に
よ
る
と
、
受
診
率
は
六
〇
％

近
く
ま
で
落
ち
込
む
と
予
測
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
職
域
代
表
の
中
原
議

員
の
参
議
院
に
お
け
る
健
保
法

へ
の
賛
成
は
、
歯
科
界
に
大
き

い
衝
撃
を
与
え
た
。そ
の
結
果
、

日
歯
執
行
部
は
次
期
参
議
院
選

挙
の
推
薦
候
補
を
新
た
に
決
め

た
が
、
評
議
員
会
で
は
否
決
さ

れ
た
。
つ
ま
り
、
会
員
を
歯
科

医
師
連
盟
に
つ
な
ぎ
と
め
る
苦

肉
の
策
で
あ
っ
た
。
日
歯
は
、

日
歯
と
日
歯
連
盟
の
同
時
入
会

は
止
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
区
別

し
て
、
自
由
意
志
に
よ
る
入
会

に
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ

も
な
い
と
、
歯
科
医
師
政
治
連

盟
の
脱
会
者
の
歯
止
め
は
ま
す

ま
す
か
か
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
？そ

し
て
、
札
幌
の
歯
科
医
師

の
医
科
研
修
問
題
裁
判
で
は
、

幸
い
歯
科
研
修
医
の
不
起
訴
は

決
ま
っ
た
が
、
松
原
医
師
は
依

然
と
し
て
公
判
中
で
あ
り
、
今

後
の
歯
科
医
の
医
科
研
修
の
道

を
と
ざ
さ
な
い
た
め
に
も
、
完

全
無
罪
に
向
け
て
の
支
援
の
必

要
性
を
支
援
の
会
の
先
生
が
述

べ
ら
れ
た
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
次
の
言

葉
は
非
常
に
心
に
残
っ
た
の
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

「
泣
き
言
や
愚
痴
で
は
、
要

求
は
勝
ち
取
れ
な
い
し
、
世
の

中
は
変
え
ら
れ
な
い
」。

「泣きごとや愚痴では世の中は変えられない」 

保団連 第5回 歯科交流会 ─ 報　告 ─ 

理事　大平三四郎（金沢市・歯科） 

歯
周
病
と
糖
尿
病
と
の
関
係

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

昨
年
十
一
月
の
糖
尿
病
週
間
金

沢
地
区
の
集
い
に
医
療
相
談
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
五
十
歳

代
で
無
歯
顎
で
あ
り
、
歯
も
な

い
か
ら
と
義
歯
の
清
掃
も
お
ろ

そ
か
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
若
年
者
へ
の

啓
蒙
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
今

年
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は

八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日

に
内
灘
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
三
歳
か
ら
約
三

十
歳
ま
で
の
二
十
人
ぐ
ら
い
の

一
型
糖
尿
病
患
者
や
家
族
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
。

来
年
か
ら
の
計
画
の
た
め
、

会
場
の
雰
囲
気
と
口
腔
内
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
口
腔

内
は
小
学
生
ま
で
に
は
ほ
と
ん

ど
異
常
な
く
、
中
学
生
で
兆
し

が
見
ら
れ
、
二
十
歳
を
過
ぎ
る

と
明
ら
か
に
歯
周
病
が
肉
眼
的

に
分
か
る
状
態
で
し
た
。
二
十

年
ほ
ど
早
く
に
発
病
し
、
進
行

が
早
い
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
よ
く
咬

ん
で
食
べ
る
こ
と
の
重
要
性

と
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
の
必

要
性
を
実
感
し
ま
す
。

一
年
間
ほ
ど
毎
月
、
歯
科
医

院
に
通
院
し
て
い
る
二
十
歳
の

女
性
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
検

査
や
指
導
の
成
果
は
現
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

内
科
、
歯
科
共
に
、
一
型
糖

尿
病
と
歯
周
病
の
関
係
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
く
必
要
を

感
じ
ま
し
た
。
視
力
の
低
下
し

た
患
者
に
対
す
る
、
赤
染
め
に

よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
や
夜

間
の
低
血
糖
に
対
す
る
ア
メ
な

ど
が
、
今
後
の
課
題
と
な
る
で

し
ょ
う
。

来
年
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
込
ん

で
い
た
だ
き
、
歯
周
病
と
は
ど

ん
な
も
の
か
、
ス
ラ
イ
ド
を
見

て
い
た
だ
き
、
患
者
、
家
族
や

ス
タ
ッ
フ
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
北
陸
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
●
 

理
事
　
小
島
　
登（
内
灘
町
・
歯
科
）

啓
蒙
啓
蒙
の
大
切
さ

大
切
さ
を
実
感

を
実
感
 

啓
蒙
の
大
切
さ
を
実
感

脱
腸
外
科
医
の 

レ
ッ
ド
カ
ー
ド 

新刊紹介 

脱
腸
外
科
医
の 

レ
ッ
ド
カ
ー
ド 浅野周二 著 
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１．保険者 金沢市国民健康保険

２．年　齢 68歳（男性）

３．診療月 平成14年１月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成14年６月

５．病名・診療開始月

（1）膵　癌 平成13年12月21日

（2）肝転移 平成13年12月21日

― 以下略 ―

６．該当月の診療実日数　　31日

＜主治医の意見＞
膵癌、肝転移状態で食欲不振が続き、流動食を出しておりましたが、

１／２～１／３の摂取量でした。高カロリー輸液（ピーエツツイン２号２

キッド）を31日処方しましたが、ピーエツツイン２号２キッドが25日間、

１号２キットが６日間の査定でした。

どうしてこういう査定内容となったかについて、ご返事いただければ幸

いです。（参考）１月分傷病経過用紙：８万点以上に対する付記

膵頭部癌による閉塞性黄疸、慢性膵炎、多発性肝転移にて12月に入院と

なった患者、胆管炎、閉塞性黄疸に対してPTCDを行い、１月になってか

らチューブを太くして胆管ステント留置を行う。ステント留置後、しばら

くドレナージチューブは残してあるが、近日抜去予定。膵頭部癌のため主

膵管がほぼ閉鎖して慢性膵炎による症状がなくなり急性憎悪してきたた

め、フォイパン６Ｔ／日処方を開始。

癌性疼痛に対してMSコンチンにてコントロールを行っていたが、食欲

不振、消化器症状のため内服が不規則で、コントロール不良となったため、

モルヒネの注射薬にてコントロールを行うこととした。

今後はIVHの皮下埋め込みを行い、外来でのフォローに移行する予定で

す。なお、経口摂取量は流動食２～３割摂取がやっとであり、IVH離脱は

難しいと考えています。

＜保険医協会のコメント＞
膵癌肝転移の患者に必要があってIVHを維持液により１ヶ月31日間行っ

たところ、このうちの６日間を開始液に変更査定（保険者再審査の容認）

されたものです。変更査定ですから、適応症、投与量等については問題は

ありません。投与方法について考察します。

本件患者に投与されたPNツインの薬事法に規定する投与方法で１号液が

使用されるのは、「IVH開始時で、耐糖能の不明あるいは低下している場合

の開始液として、あるいは侵襲時等で耐糖能が低下しておりブドウ糖を制

限する必要がある場合の維持液として」、ということになっています。

本件では、この条件の前半部分については、（確認したところによると）

すでに前月29日よりIVHが開始されており、このことを理由とした１号液

への変更査定はあり得ないと思われます。

後半部分については、当月にPTCDと胆管ステント挿入、それに続く感

染という侵襲が耐糖能の低下を招いた場合が想定されます。レセプトの内

容から、耐糖能の低下が考えられる日を特定するとすれば、PTCDを施行

した当日とそれに続く抗生剤投与日でインスリン投与量が多い５日間、計

６日間を想定することができます。

もし、このような考え方のもとに、１号液への変更査定がなされたとす

ると、薬事法承認事項をもとに、何が何でも減額査定しようとするあまり、

レセプト文面から理由の付け得るところをこじつけて行った経済査定と言

うことができます。なぜなら、ここに記載したことは、１号液が使われる

とすれば、ここしかないという仮定にたった推察であり、患者の状態に関

しては、何の考慮もなされていない机上の空論だからであります。現に、

本件患者は、インスリンの若干の増量と抗生剤の投与により、IVHとして

は１号液より理にかなった２号液で31日間を乗り切っています。

そこで、本件の対応ですが、当該31日間の中では若干の輸液内容の変更

を行う必要はあったが、IVH液のブドウ糖量を下げる必要がなかったこと

を理由として、再審査請求すればよいと思われます。

１．保険者 金沢市国民健康保険

２．年　齢 59歳（男性）

３．診療月 平成13年12月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成14年５月

５．病名・診療開始月

（1）気管支喘息　　　 平成12年12月11日

（2）心肥大　　　　　 平成12年12月11日

（3）逆流性食道炎　　 平成13年２月21日

（4）肝機能障害　　　　 平成13年２月21日

（5）僧帽弁閉鎖不全症　 平成12年12月20日

６．該当月の診療実日数　　２日

＜主治医の意見＞
感染型の喘息かどうか痰を調べて細菌薬剤感受性検査を行いました。ヘ

モフィルス・インフルエンザが検出されたため調べたのです。

＜保険医協会のコメント＞
176例は気管支喘息患者に喀痰培養を施行し、インフルエンザ桿菌が検

出されたので、感受性検査を算定したところ、保険者より再審査請求があ

り、容認査定されたものです。

それでは、いつものようにレセプトをみながら検討していきます。

本件レセプトをみますと、喀痰培養、感受性検査がなされていますが、

その結果に基づく抗生剤投与などの算定は、院外処方のためレセプト文面

のみからは読みとることはできません。そして、保険発28（平成12．３．

17）（現：保医発0308001 Ｈ14．３．８）によりますと、「細菌薬剤感受

性検査は、結果として菌が検出できず実施できなかった場合においては算

定しない」となっており、これらのことを拠り所として保険者は再審査請

求してきたものと思われます。

当該月のレセプトだけを見た場合、抗生剤の投与は読みとれず、本件細

菌培養同定検査において、病原菌が検出されたことを示す、積極的な証左

はありません。しかし、慢性呼吸器疾患に於ける実際の診療にあたっては、

病原菌と思われる細菌が検出されたからといって、必ずしも抗生剤の投与

がなされるとは限らず、発熱、喀痰性状の悪化等、その細菌による感染傾

向がはっきりしてから抗生剤の投与が行われることも往々にしてあること

です。そのときには、抗生剤の投与開始時は、前に検出された細菌の感受

性検査のデータを参考にして薬剤を選択することは常識です。特に、本件

において検出されたインフルエンザ桿菌は、このようなことが十分考えら

れる細菌であり、コロニゼーションの状態なのか、感染状態なのか、ある

いは他の細菌と交代してきたのか注意深く観察していく必要のある細菌で

す。主治医が、抗生剤の投与をしないで経過をみたということだけをもっ

て、病原菌が検出されなかったと結論づけることは決してできません。こ

れは、慢性呼吸器疾患を診ていく上での常識です。

本件の対応については、以上のような検討結果をもとに、「インフルエン

ザ桿菌検出」を理由として再審査請求していただくことになりますが、初

回レセプト提出時に、「インフルエンザ桿菌検出」とコメントを入れておけ

ば、保険者からの再審査請求もなかったであろうと思われます。最近の保

険者は、わずかのすきも見逃さずに、再審査請求してきますので、保険医

の方もすきのないレセプト作成に心がける必要があるわけです。しかし、

それにもまして、慢性呼吸器疾患に於ける細菌培養同定検査の性格をしっ

かりと把握した上でレセプト審査をしていただきたいと思うものです。

■納得いかない返戻、査定がありましたら、 

にて 
お知らせ下さい。 

■『保険審査通信』はFAXのほか、E-mailでも大歓迎です。 

『保険審査通信』 ぜひ 

E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp　ＦＡＸ  ０７６（２３１）５１５６ 

気管支喘息患者への細菌薬剤感受性検査の査定事例 
（保険者再審査の容認） 

＜第176例＞ 
膵癌肝転移患者への高カロリー輸血の投与量の変更査定 

（保険者再審査の容認） 

＜第175例＞ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例



2002年10月15日（毎月15日発行）（6）第366号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

一歩前進 一覧 

石川県の単独事業は10月1日から入院は就学前（従来は3歳児）まで、通院は3歳児（従来はゼロ歳児）まで助成対象が拡大されたが、児童扶養手当法を

準用した所得制限が新たに導入された。これに伴い、本年10月から入院・通院とも就学前まで助成対象に改善した金沢市など8自治体で制度改善の動きが

あった。これで通院を就学前まで助成対象にしている自治体は35ヶ所となり、入院・通院とも中学卒業まで助成している自治体は8カ所になっている。

今回の医療保険改定で、10月1日から3歳未満児までの窓口負担が入院・外来とも3割負担から2割負担に改善された。ただし、県下市町村において入院

は就学前まで、外来は3歳児まで助成しており、自治体の負担は軽減されるが、患者家族の負担軽減にはならない。所得制限をなくし、助成対象年齢を拡大

するなどいっそうの制度改善が求められている。

金沢市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

七尾市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

輪島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

珠洲市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加賀市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

羽咋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

松任市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山中町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

根上町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺井町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

辰口町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川北町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

美川町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鶴来町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

野々市町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

河内村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉野谷村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鳥越村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

尾口村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白峰村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

津幡町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高松町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

七塚町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宇ノ気町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内灘町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

富来町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

志雄町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

志賀町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

押水町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田鶴浜町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鳥屋町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中島町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鹿島町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

能登島町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鹿西町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

穴水町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

門前町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

能都町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

柳田村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内浦町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通院実施
市町村数 41 41 41 41 35 35 35 9 8

入院実施
市町村数 41 41 41 41 41 41 41 9 8

石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自治体名
助成対象年齢

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 小学校就学前 小学卒業まで 中学卒業まで
入院 通院 入院 通院 入院 通院 入院 通院 入院 通院 入院 通院 入院 通院 入院 通院 入院 通院

2002年10月1日現在
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敬
老
の
日
を
前
に
九
月
十
四

日
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
こ
れ

で
い
い
の
か
介
護
保
険
！
―
―

事
業
計
画
の
見
直
し
に
向
け

て
」
を
国
際
高
齢
者
年
・
石
川

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
し
か
わ
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
、
連

合
石
川
、
石
川
県
労
働
者
福
祉

協
議
会
、
石
川
県
退
職
者
連
合

後
援
に
よ
り
、「
フ
レ
ン
ド
パ

ー
ク
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
退
職
者
を

中
心
に
約
百
五
十
人
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

国
際
高
齢
者
年
・
石
川
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
工
藤
浩
司
氏
に
よ
る
基
調
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
あ
と
、

介
護
保
険
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

代
表
の
澤
信
俊
氏
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
と
し
て
、
金
沢
市
介
護

保
険
運
営
協
議
会
委
員
の
吉
田

壽
子
氏
や
介
護
事
業
者
の
寺
井

潔
氏
、
保
険
医
協
会
理
事
の
喜

多
徹
氏
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

中
川
洋
子
氏
、
介
護
保
険
利
用

者
家
族
の
粟
森
真
智
子
氏
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
介
護
保
険
の
問
題

点
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
し

た
。基

調
講
演
で
は
来
年
四
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
介
護
保
険
の

改
定
内
容
と
問
題
点
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
改
定
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
介
護
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変

更プ
ロ
グ
ラ
ム
は
動
作
判
定
項

目
が
多
く
、
変
更
し
て
も
無
理

が
出
て
く
る
の
で
特
記
事
項
で

フ
ォ
ロ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
介
護
報
酬
の
変
更

在
宅
介
護
の
複
合
型
が
な
く

な
り
、
身
体
介
護
と
生
活
支
援

に
な
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
報
酬
が
要
介
護
に
よ
る
三
分

類
か
ら
一
本
化
さ
れ
る
。
利
用

者
か
ら
特
別
徴
収
す
る
「
新
型

特
養
ホ
ー
ム
」
制
度
が
創
設
さ

れ
る
。

③
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直

し保
険
料
が
変
わ
る
（
高
く
な

る
）
改
定
の
問
題
点

・
施
設
入
居
者
は
利
用
料
が
増

加
す
る
。

・
保
険
料
が
上
が
る
（
金
沢
市

で
現
在
三
千
百
五
十
円
が
三

千
五
百
円
程
度
か
）

・
金
持
ち
と
貧
乏
人
で
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
格
差
が
で
き
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
吉
田
寿
子
氏
は
、
金
沢
市
の

介
護
保
険
運
営
委
員
の
立
場
で

収
集
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

も
と
に
今
後
の
介
護
保
険
の
見

直
し
に
む
け
て
の
思
い
を
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。

①
施
設
で
は
人
間
ら
し
い
生
活

の
保
障
を

②
在
宅
で
は
施
設
な
み
の
保
障

を
③
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
（
一

人
で
も
多
く
の
在
宅
可
能
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）

寺
井
潔
氏
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
問
題
点
（
入
院
し
た
場
合

補
助
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
等
）
に

つ
い
て
語
っ
た
。

喜
多
徹
氏
は
、
保
険
医
協
会

が
実
施
し
た
「
医
師
向
き
と
介

護
ス
タ
ッ
フ
向
き
の
介
護
保
険

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
に
つ
い

て
語
る
と
共
に
介
護
保
険
導
入

に
よ
り
、
在
宅
医
療
が
大
き
く

変
わ
っ
た
こ
と
、
十
月
か
ら
在

宅
医
療
の
個
人
負
担
が
大
幅
に

増
え
る
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

中
川
洋
子
氏
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
仕
事
が
不
安
定
な
こ

と
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
家
政

婦
と
し
て
見
て
い
る
利
用
者
や

家
族
が
い
て
悩
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
を
語
っ
た
。

粟
森
真
智
子
氏
か
ら
は
介
護

認
定
が
痴
呆
の
高
齢
者
に
厳
し

い
こ
と
、
介
護
認
定
が
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
り
変
わ
る
こ

と
、
要
介
護
度
が
上
が
っ
た
割

に
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
な

い
こ
と
や
施
設
利
用
以
外
の
在

宅
時
の
介
護
が
大
変
で
あ
る
こ

と
を
語
っ
た
。

以
上
、
介
護
保
険
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
出
さ
れ
た
意
見
を
集
約
し

て
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見

直
し
に
む
け
て
、
金
沢
市
等
の

行
政
機
関
に
提
言
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
れ
で
い
い
の
か
介
護
保
険

介
護
保
険 

こ
れ
で
い
い
の
か
介
護
保
険 

問
題
点
の
改
善
を
求
め
て 

さ
わ
や
か
U
事
務
局
　
渕
上
　
進 

!!

フォーラム 

医療保険改悪実施に　 　 する 医療保険改悪実施に　 　 する 医療保険改悪実施に　 　 する 抗議 
いのちを守る会が抗議声明 

石川県内の患者団体・医療団体など８団体による「医療制度をよくする石川いのちを守る会」（事務局　
石川県保険医協会）では、高齢者医療費負担増が実施された10月1日、抗議声明を発表。政府・厚生省・
県選出国会議員等に送付するとともに、マスコミ各社にも情報提供しました。抗議声明を掲載します。 

【
抗
議
声
明
】 

国
民
の
健
康
と
い
の
ち
を
破
壊
す
る
医
療
保
険
改
悪
実
施
に
抗
議
す
る
！ 

私
た
ち
は
、共
同
し
て
国
民
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
医
療
制

度
の
確
立
を
目
指
し
て
引
き
続
き
奮
闘
し
ま
す
。 

本
日
十
月
　
一　
日
か
ら
医
療
保
険
改
悪
法
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。す
で
に
病
院
や
診
療
所
で
は
、大
変

な
混
乱
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
、そ
の
負
担
増
に
驚
き
、大
変
な
不
安
に
か
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
医
療
関
係
者
は
、改
悪
法
の
患
者
さ
ん
へ
の
説
明
に
追
わ
れ
、そ
の
あ
ま
り
に
も
複
雑
で
矛
盾
だ
ら
け

の
内
容
に
「
憤
り
」
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、今
回
の
医
療
保
険
改
悪
に
反
対
す
る
運
動
を
推
進
し
て
き
た
も
の
と
し
て
、こ
の
医
療
保

険
改
悪
実
施
に
心
か
ら
抗
議
す
る
も
の
で
す
。 

 

先
の
通
常
国
会
で
は
私
た
ち
は
、多
く
の
県
民
、諸
団
体
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
医
療
保
険
改
悪

法
案
を
廃
案
に
す
る
「
い
の
ち
を
守
る
運
動
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
国
民
の
い
の
ち
を
守
る
運

動
は
歴
史
的
に
意
義
の
あ
る
運
動
で
し
た
。
医
療
保
険
改
悪
の
ス
ト
ッ
プ
を
求
め
る
国
会
請
願
署
名
は

実
に
三
〇
〇
〇
万
筆
と
な
り
ま
し
た
。
与
党
の
数
々
の
国
会
ル
ー
ル
を
踏
み
に
じ
る
暴
挙
に
よ
っ
て
悪
法

は
成
立
し
ま
し
た
が
廃
案
す
れ
す
れ
の
と
こ
ろ
ま
で
私
た
ち
は
追
い
込
み
ま
し
た
。
国
民
の
世
論
と
運
動

は
大
き
く
前
進
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
成
果
を
み
ん
な
の
宝
に
し
て
県
民
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、さ
ら
な
る
共
同
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
て
い
ま
す
。 

十
月
　
一　
日
よ
り
、医
療
保
険
改
悪
法
が
老
人
医
療
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
完
全
　
一　
割
負
担
に
よ
っ

て
、相
当
な
受
診
抑
制
が
起
き
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
雇
用
保
険
料
の
引
き
上
げ
、年

金
支
給
額
の
引
き
下
げ
、介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
な
ど
三
兆
二
四
〇
〇
億
円
に
も
及
ぶ
国
民
負
担
増

が
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
未
曾
有
の
不
況
の
上
に
こ
の
大
幅
な
国
民
負
担
増
が
実
施
さ
れ
た
な
ら
ば
、国

民
の
暮
ら
し
と
い
の
ち
へ
の
被
害
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

現
在
の
高
齢
者
は
今
日
の
日
本
の
進
歩
を
汗
水
流
し
て
つ
く
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
で
す
。そ
の
よ
う
な
高

齢
者
を
大
切
に
し
敬
う
こ
と
こ
そ
、社
会
に
求
め
ら
れ
る
責
任
で
す
。そ
の
立
場
か
ら
、高
齢
者
を
益
々
不

安
に
陥
れ
、い
の
ち
を
も
奪
う
よ
う
な
医
療
保
険
改
悪
に
は
心
の
底
か
ら
の
怒
り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。 

同
時
に
医
療
保
険
制
度
は
、全
て
国
民
が
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。
保
険

財
政
の
赤
字
を
理
由
に
い
の
ち
を
削
る
改
悪
は
医
療
保
険
制
度
の
目
的
か
ら
し
て
も
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
は
、共
同
し
て
今
回
の
医
療
保
険
改
悪
実
施
か
ら
県
民
の
被
害
を
少
な
く
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
「
医
療
保
険
　
一　
一　
九
番
」「
高
齢
者
負
担
増
の
影
響
調
査
」
等
を
実
施

し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
で
出
さ
れ
て
く
る
「
県
民
の
声
・
願
い
」
を
国
民
の
医
療
・

福
祉
を
守
る
活
動
に
つ
な
げ
て
、医
療
保
険
改
悪
法
を
撤
回
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。そ
し

て
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
も
が
安
心
し
て
良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
医
療
制
度
の
確
立
を
目
指
し
て
奮

闘
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。 

二
〇
〇
二
年
十
月
　
一　
日 

医
療
制
度
を
よ
く
す
る
石
川
い
の
ち
を
守
る
会 

代
　
　
表
　
坂
倉
　
和
夫 

石
川
県
腎
友
会 

石
川
県
喘
息
友
の
会 

石
川
県
糖
尿
病
協
会 

石
川
県
健
康
友
の
会
連
絡
会 

石
川
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会 

石
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会 

石
川
県
保
険
医
協
会 

石
川
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会 
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こ
の
シ
リ
ー
ズ
も
、
い
つ
の

間
に
か
四
十
回
を
迎
え
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今

年
七
月
二
十
八
日
に
は
石

川
県
女
性
薬
剤
師
会
の
研
修
会

に
お
い
て
、
そ
の
名
も
ズ
バ
リ

「
在
宅
医
療
入
門
―
Ｐ
Ｅ
Ｇ
を

味
方
に
し
て
」
と
題
し
て
講
演

の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
サ
ル
先
生
と
Ｐ
Ｅ
Ｇ
（
胃

瘻
）
の
二
つ
を
テ
ー
マ
に
お
話

を
、と
言
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
準
備
に
際
し
て
こ
れ
ま
で

の
本
シ
リ
ー
ズ
を
も
う
一
度
読

み
直
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
の

連
載
に
は
大
変
な
欠
陥
が
あ
る

こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
す
。

い
や
、
読
者
の
皆
さ
ま
は
と
っ

く
に
気
が
つ
い
て
い
ら
し
て
、

筆
者
だ
け
が
今
さ
ら
な
が
ら
気

が
つ
い
た
。
あ
あ
、
私
は
「
は

だ
か
の
王
さ
ま
」
だ
っ
た
の

か
！
と
。

そ
う
で
す
。
こ
の
連
載
に
は

患
者
さ
ん
本
人
が
ほ
と
ん
ど
と

言
っ
て
良
い
ほ
ど
描
か
れ
て
い

な
い
の
で
す
。
患
者
さ
ん
本
人

の
セ
リ
フ
の
少
な
い
こ
と
！
シ

リ
ー
ズ
全
体
を
通
し
て
見
て
み

ま
し
て
も
、
第
七
話
「
在
宅
医

療
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
？
」

で
八
十
六
歳
の
Ｄ
さ
ん
が
一
言

「
入
院
す
る
の
け
？
」。
飛
ん
で

第
十
九
話
「
在
宅
医
療
は
時
間

が
か
か
る
!?
」
で
八
十
四
歳
の

Ｌ
さ
ん
が
「
こ
の
ノ
ラ
ネ
コ
！

ど
こ
か
ら
入
っ
て
き
た
っ
！
」

と
猫
を
追
い
払
う
シ
ー
ン
。
第

二
十
話
「
家
族
と
本
人
、
ど
っ

ち
の
味
方
!?
」
で
は
、
Ｏ
さ
ん

が
「
ウ
ソ
ば
っ
か
！
」
と
吐
き

捨
て
、
痴
呆
の
Ｑ
さ
ん
が
「
嫁

の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
た

ら
ダ
メ
で
す
」
と
家
族
の
確
執

の
セ
リ
フ
が
登
場
。
第
三
十
話

「
コ
レ
っ
て
Ｄ
Ｖ
防
止
法
？
」

で
、
元
軍
人
の
Ｖ
さ
ん
に
「
お

前
！
聞
い
て
い
る
の
か
！
」
と

怒
鳴
ら
れ
、
第
三
十
五
話
「
お

サ
ル
先
生
の
気
ま
ぐ
れ
!?
」
で

は
、
元
弁
護
士
に
「
先
生
は
勝

手
に
人
の
家
に
上
が
り
こ
む
の

で
す
か
」と
な
じ
ら
れ
・
・
・
。

患
者
さ
ん
本
人
が
わ
ず
か
で

も
描
か
れ
た
の
は
、
第
三
十

六
・
七
話
「
一
番
輝
い
て
い
た

時
！
」
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

も
と
国
鉄
機
関
士
が
少
し
ず
つ

現
役
時
代
の
記
憶
を
取
り
戻
し

て
い
く
お
話
で
し
た
。
四
十
話

も
書
い
て
い
て
、
た
っ
た
の
こ

れ
だ
け
!?
翻
っ
て
、
介
護
者
で

あ
る
妻
や
娘
さ
ん
た
ち
の
セ
リ

フ
の
多
い
こ
と
。
お
サ
ル
先
生

を
タ
ジ
タ
ジ
に
す
る
数
々
の
名

言
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
患
者
さ
ん
ご
本
人

（
主
に
男
性
）
は
、
介
護
者
の

言
い
な
り
に
な
っ
て
い
て
本
人

の
主
張
が
な
い
に
等
し
か
っ
た

り
、
あ
る
い
は
高
度
障
害
で
意

思
表
示
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

ど
う
や
ら
「
在
宅
医
療
」
を
描

く
こ
と
は
「
介
護
者
を
描
く
こ

と
」
で
は
な
い
か
、
と
思
え
て

き
た
の
で
す
。
こ
の
構
図
自
体

は
、
お
サ
ル
先
生
の
番
外
編
と

も
言
え
る
拙
著
『
Ｐ
Ｅ
Ｇ
を
味

方
に
す
れ
ば
町
医
者
は
病
院
に

負
け
な
い
！
』（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ド
ク

タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
千
八

百
円
＋
税
、
紀
伊
国
屋
大
和
店

や
前
田
書
店
で
発
売
中
）
に
お

い
て
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。も

ち
ろ
ん
、
日
夜
が
ん
ば
っ

て
い
る
介
護
者
た
ち
（
主
に
女

性
）
を
描
く
こ
と
は
、
日
本
の

在
宅
介
護
事
情
を
描
く
こ
と
に

な
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
自
体
を

否
定
す
る
気
持
ち
は
毛
頭
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
患
者
さ
ん

の
自
己
選
択
だ
の
意
志
決
定
だ

の
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
の
時
代

に
お
い
て
、
も
っ
と
違
う
角
度

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
て

し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、「
お
サ

ル
先
生
の
在
宅
医
療
入
門
」は
、

ひ
と
つ
の
曲
が
り
角
に
来
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
頑
固
な
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
視
点
で
、
お
サ

ル
先
生
を
客
体
に
し
て
書
い
て

み
た
り
し
た
ら
面
白
い
か
な

あ
。

視能訓練士イコール眼科専門の検査員、知らないこと（検査）など何

もなく何でもできて当たり前のように思われています。

しかし、現状は定員の関係などにより、一施設１人、多くて２人の人

員で検査全般を任せていただいておりますが、少ない人数ではこなして

いく仕事の数も限られ、優先的に行わなければならない検査もあり、ま

た、個々の病院の特色などにより検査内容が偏り検者側に得手不得手の

検査があるようでした。

（もちろん私も・・・）

そこで、勉強会でもしようかという話が出て、会の基となるものを

「検査員の力量の平均化、得手不得手をなくすこと」「問題解決の場」と

して何でも話し合える会にしようと、1994年12月に会の発足と第１回目

の勉強会「屈折検査の実際、問診技術・主訴からの検査プログラム」を

開催いたしました。うれしいことに1996年度より石川県眼科医会の後援

をいただくことができました。

当初は年４回を目安に行っておりましたが、1998年８月にスタッフの

会として「ロービジョン白書」と題し、北陸３県任意の眼科（60件）に

アンケート用紙を郵送し聞き取りにて調査をお願いした結果、「検査員と

して患者さんを一方向からしか見ていないこと、専門分野以外は知らな

いことが多すぎること」などが、医療側の問題点とし浮かび上がりまし

た。これは患者さんからの相談件数が少ないという原因の一つで、「聞か

れても、情報として持っていないので答えられない」→「聞いても無駄

だから聞かない」に、つながるのではないかと考えられました。また、

患者さんには、「どこに相談に行っても、中途半端な答えで終わってしま

う」といった指摘も受けました。そこで、このアンケート結果をもとに

医療、教育、福祉の方々と何度か話し合いを持った結果、「一人の相談者

に対し、チームアプローチが必要である」との結論に達し、異なる職種

との学習会、ロービジョン学習会をスタッフの会の分科会として開催す

ることにもなりました。

現在、学習会のメンバーは、2001年５月、石川県視覚障害者情報文化

センター内に金沢市の生活支援事業の一つとしてロービジョンルーム開

設と同時に、相談員として活躍しております。（少しは中途半端から抜け

出せたかな？）

ただいまスタッフの会は、２カ月に一度の開催で、中には、今必要と

しない勉強会も含まれているかもしれません。そんな時は情報を得ると

いった気持ちで参加してもらい、何かあったときに「ああそういえば、

この間聞いたような気がする、○○さんなら教えてくれるかも？今度あ

ったときに聞いてみよう」と思っていただけるとうれしいです。

今後は内容によっては患者さんにも参加していただけるよう思案中で

す。

なお、スタッフの会への参加資格は、問いません。

●ロービジョンルーム：石川県視覚障害者情報文化センター内

開所日時：日曜日から金曜日　９時から18時

【石川県視覚障害者情報文化センター】

金沢市芳斉１－15－26

電話076－222－8781、FAX076－222－1821

開館時間　９：00～18：00（土曜日休み）

●毎週土曜日13時から17時までルキーナ２階（金沢福祉用具情報プラ

ザ）において、視覚障害者による各種相談も行っております。

【金沢福祉用具情報プラザ】

金沢市本町１－10－１

電話076－234－9900、FAX076－234－2300

開館時間、10：00～19：00（火曜日休み）

眼科スタッフの会 
発足の経緯について 
「患者さんのほうが 
  詳しかったらどうする～」 

その④ 

浅ノ川総合病院眼科  
視能訓練士　　　　小笹　一枝 

22222222222222222
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2
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2
2
2
2
2
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2
2
2
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2
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【第4回】 北陸PEG・　   
在宅栄養研究会のご案内 
　下記要領にて「第4回北陸ＰＥＧ・在宅栄養研究会」
を開催いたします 
　特別講演には本邦におけるＮＳＴ（栄養サポートチ
ーム）の第一人者である尾鷲市民病院手術部の東
口高志先生をお招きする予定です。 

2002年11月2日（土） 
15：00～18：00

期　日 

石川県地場産業振興センター　大ホール 
金沢市戸水町イ80番地（TEL 076‐268‐2010） 

会　場 

「NSTから地域医療」 
 東口高志（尾鷲市民病院 手術部） 

経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG） 
および在宅栄養法に関する演題 

特別講演 

一般演題 

代表世話人 ： 金沢大学がん研究所 腫瘍外科 
 磨伊　正義 
当番世話人 ： 公立能登総合病院 胃腸科 
 奥村　義治 
事　務　局 ： 小川医院  小川　滋彦 
 （TEL 076‐261‐8821） 
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摂食嚥下障害者への対応は、前回お話した評価

をもとに決定して行きます。一口に、摂食・嚥下障

害といっても、それぞれ抱える症状は異なります。

このため、患者さんの状態や症状、評価結果の判定

に基づき、対応方法が異なります（図１、２参照）。

今回は、訓練方法や当施設で行っている食事場面

の対応方法などについてお話ししたいと思います。

訓練法
訓練の方法は、食べ物を用いない基礎訓練と実

際に食物を用い行う摂食訓練があります。

１．基礎訓練：口腔機能の改善・維持を目的と

します。また、経口摂取に向けての準備にも

なります（表１参照）。

２．摂食訓練：①意識レベルが保たれており、

②臨床データに異常がなく、③段階的摂食テス

トで異常が認められなかった方（図１，２参照）

に対し、初めて行う訓練です。

嚥下しやすい食品とされる、ゼリーを１日１

回、ティースプーン１杯程度から開始します

（図１－⑦）。その際、摂取中・後の咳や臨床デー

タなどに気をつけ、焦らず、ゆっくりと行いま

す。基準（表２）をクリアすれば、次第に、訓

練頻度や摂取量、食物形態を変えていきます

（図１－③）。

障害の程度によっては、経口から必要な栄養

を全量とれない場合も見られます。この場合、

経管栄養法を併用し、経口摂取では足りないカ

ロリーを補うことも必要です（図１－⑩）。ま

た、改善が難しく、楽しみとしての経口摂取の

域を越えることができない方もいます。この場

合、「食」を楽しむことを目的とし、嚥下しや

すく、本人の嗜好も考慮した食品を選び、１日

に１～２回摂取してもらう場合もあります。

３．食事場面での対応

当施設では、麻痺や硬縮が強く、姿勢の保持が困

難な方、食物の取り込みや送り込みに障害があり、

口唇からの食べこぼしや飲み込みに時間のかかる方、

上記の問題と関係して、ムセのある方が多くみられ

ます。痴呆が合併していることが多いため、食事場

面では下記のことに気をつけて対応しています。

①姿勢（図３）：仰臥位で30～60度のギャッジ

アップにします。そのことで、重力が利用で

き、食物の送り込みや取り込みに有利となり

ます。また、仰臥位をとることで、気管が上、

食道が下になり、解剖学的に誤嚥が起こりに

くくなります。顎が上がっていると、咽頭と

気道が直線的な形をとるため、頸部前屈（図

４）にし、一側性の麻痺がある場合は、健側

が下になるようにします。

②食事時の環境：リラックスして食事に集中できる

環境をつくるため、下記の点に注意しています。

・患者さんの興味をそらすものを近くに置かな

いようにする（テレビなど）

・介助者も心の余裕を持つ（患者さんを焦らせ

たりしない）

③一口量：少量（ティースプーン1杯程度：3～８

ml）とします。少なすぎると、食物が入った

という刺激が少なく反射が起こりにくく、多す

ぎると反射が起きる前に気道へ流れ込む危険性

があります。

④摂食ペース：１口入れたら「１ゴックン」を

基本とします。咽頭に食物が貯留してしまう

場合もあるので、患者の喉に指を当てて喉頭

の動きを確認します。食物が口に入っている

ときには、話しかけないように心がけ、ムセ

た場合は、食事を中断し、咳を促します。呼

吸の乱れが続く、ぜいめいが増強する場合は、

必ず、看護師や医師に連絡するよう、職員間

で徹底しています。

以上のことに注意し、対応しています。しか

し、これはほんの一例です。個々の患者さんを

よく観察し、どうしたら、むせなく安全に食事

摂取ができるのか医師、介護職員、看護師、リ

ハビリ職員、栄養士らで探り、工夫していくこ

とが必要だと思います。

◇

【参考文献】
１）「口から食べる嚥下障害Q＆A」著者　藤島一郎、
中央法規出版、1995

２）「摂食・嚥下障害者のケアハンドブック」才藤栄
一・水野雅康監修、ジェフコーポレーション株式会
社作製・発行、エスエス製薬株式会社提供、1998

３）「摂食・嚥下リハビリテーション」金子芳洋・千
野直一監修、医歯薬出版、1998

４）「ステップ方式で学ぶ摂食・嚥下リハビリテーシ
ョン」矢守麻奈監修、日総研出版、1999

５）「嚥下障害ポケットマニュアル」聖隷三方原病院
嚥下チーム執筆、医歯薬出版、2001

図4（文献1より） 

気管 

気管 

食道 

食道 

咽頭 

咽頭 

▼前屈しないと 

▼前屈すると 

頸部を前屈することにより  
咽頭と気管に角度がついて 
誤嚥しにくくなる 

咽頭と気管が直線になり
誤嚥しやすい 

30° 
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食物形態と量をアップする基準 
安全で食べやすいものから徐々に常食へ近づけていき，
回数と量を増やしていく。 
 ・むせがなく飲み込みがスムーズ 
 ・食後の痰の増加や食後のひどい嗄声がない 
 ・食事時間が30分以内 
 ・摂取量が１／２以上 
 ・食事前後のバイタルサインが安定し、疲労感がない 
 ・炎症反応がない（CRP，WBC，血沈等） 

表2（文献2より） 

対象 

全　　般 
訓練法 

口腔内の細菌の繁殖を防ぎ、
口腔器官のマッサージ効果が
あり、味覚を鋭敏にし、唾液の
分泌を促す。食前にも行う。 

嚥下に関する組織（特に筋肉）
が嚥下時にスムーズに働くよ
うに準備する。ストレッチや
食べる前の嚥下体操がある。 

口唇、舌、頬、下顎などの筋力強化、
可動域の拡大、コントロール   
の改善につながる。 

冷水を浸し、凍らせた綿棒を
用いて、口蓋や咽頭を刺激す
る。 

単音→単音の繰り返し→単語
→文章へ進む。 
例）口唇がうまく閉じない 
　　「ぱ」→「ぱぱ・・」→「ぱん」
　　→「デパートでぱんを食べる」 

内　容 
口腔ケア 

全　　般 リラクゼー
ション 

嚥下反射の惹
起性低下嚥下
反射の減弱 

のどのアイ
スマッサー
ジ 

口腔期・準
備期の問題 

口腔器官の
運動訓練 

構音訓練 

表1

主な基礎訓練法 

※段階的摂食テスト：冷水を１→2.5→5→10→15→30ccの順
序で問題がないことを確認しながら嚥下してもらいます。
次に、ゼリー等を用いて、1→2cc、5→5→10ccの順で嚥下
させ、ムセの有無など嚥下状態をみる検査です。

図2（文献4より） 

経口摂取している方の場合 

基本方針：臨床データ，水のみテストで異常のない方は，
臨床観察でフォローアップ。異常のある方は 
ベッドサイドでの対処法もしくはVF検査を行う。 

①刺激しなくても覚醒
している 

②全身的・精神的賦活，口腔ケ
ア顔面，頸部の冷却刺激 

③臨床データに異常
がない 

④医学的対処 

⑤食事観察で異常が
ない 

⑥食事時の姿勢，食事内容，　    
食べ方・食べさせ方の調整 

＋ 
基礎訓練 

⑨　　　　VF検査 
＋ 

栄養面，  精神機能面 
ニード，  環境面の評価 

⑦臨床データ観察で
フォローアップ 

⑧食事観察で改善がみられる 

⑩食物の形態，姿勢など
のレベルアップへ 

⑪　 基礎訓練 
＋ 

　現状の食物形態 

⑬基礎訓練 
＋ 

  経管栄養 

⑫　　基礎訓練 
＋ 

食物形態のレベルダウン 

YES

YES

YES

YES
問題なく経過 

NO

NO

NO

NO

図1（文献4より） 

非経口摂取の方の場合 
基本方針：段階的摂食テスト（またはVF検査）を行って

から栄養摂取法の決定へ 

①刺激しなくても覚醒
している 

②全身的・精神的賦活，口腔   
ケア顔面，頸部の冷却刺激 

③臨床データに異常
がない 

③臨床データに異常
がない 

④医学的対処 

⑤段階的摂食テスト 
⑥　　　　VF検査 

＋ 
栄養面，  精神機能面 
ニード，  環境面の評価 

⑦　基礎訓練 
＋ 

段階的摂食訓練 
＋ 

経管栄養 

⑨手術療法を考慮 

⑩経口のみ，もしくは経口と経管
の併用 

⑧基礎訓練 
＋ 

  経管栄養 

◎急性期の場合は，発症から2週間までは症状が浮動的ですので
経過観察をします。その後，①から始めてください。特に発症
から3～5日目は症状が不安定なので注意してください。 

YES

YES

YES

NO

NO

NO

誤嚥なし 
異常なし 

⑥へ 

異常あり， 
異常の疑い 

あらゆるもので 
誤嚥あり 

改
善
あ
り 

改
善
な
し 

（石川県言語聴覚士会提供・3回シリーズ） 

第3回 摂食・嚥下障害への対応 
春日町ケアセンター　言語聴覚士　

矢田　　恵 
澤村　友江 
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● 連 絡 先 ● 

〝
人
間
ら
し
い
生
活
〞と
は
?

（代表　寺越博之） 
〒920‐8027 金沢市神田1－19－20－105 

（障害者自立センター内） 
TEL／FAX  076（242）5444

高生活保護裁判を支援する会 

その25
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で
二
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生
活
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と
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も
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き
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い
生
活
を
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っ
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い
る
人
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と
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す
か
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高
眞
司
さ
ん
（
一
九
五
〇
年

生
ま
れ
）
は
脳
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児
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よ
る
重
度
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害
（
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手
帳
等
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痺
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椅
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も
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必
要
と
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
制
度
で

は
そ
れ
も
ま
ま
な
ら
ず
、
一
週

間
の
う
ち
六
日
も
車
椅
子
の
上

で
一
人
で
眠
る
と
い
っ
た
、
非

人
間
的
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
さ
ん
は
、
一

時
期
施
設
に
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
施
設
で
の
自
由
の

無
い
生
活
に
苦
痛
を
感
じ
、
現

在
は
生
活
保
護
を
受
け
て
金
沢

市
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま

す
。そ

の
よ
う
な
高
さ
ん
の
た
め

に
、高
さ
ん
の
母
親
は
生
前
に
、

高
さ
ん
の
将
来
の
備
え
と
し
て

石
川
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済

年
金
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
母
親
が
亡
く
な
る
と
毎
月

二
万
円
の
年
金
が
受
け
取
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

非
情
に
も
、
高
さ
ん
が
生
活
保

護
を
受
け
る
際
に
、
金
沢
市
・

厚
生
労
働
省
は
そ
の
月
額
二
万

円
の
年
金
を
収
入
認
定
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
高

さ
ん
の
生
活
保
護
費
は
こ
の
年

金
額
を
控
除
し
た
額
し
か
支
給

さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
そ
の
後
、
県
や
厚
生
労

働
省
に
審
査
請
求
を
し
て
も
結

果
は
同
じ
で
し
た
。
そ
こ
で
、

高
さ
ん
は
裁
判
を
す
る
こ
と
を

決
意
し
た
の
で
す
。

裁
判
は
、
第
一
審
の
金
沢
地

方
裁
判
所（
一
九
九
九
年
六
月
）

も
控
訴
審
の
名
古
屋
高
等
裁
判

所
金
沢
支
部
（
二
〇
〇
〇
年
九

月
）
も
、
高
さ
ん
の
主
張
を
認

め
、
こ
の
年
金
の
収
入
認
定
を

違
法
と
し
て
取
消
す
と
い
う
、

高
さ
ん
の
勝
訴
の
判
決
を
下
し

ま
し
た
。
と
も
に
、
常
識
に
か

な
っ
た
人
間
的
な
判
決
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
金
沢
市
・
厚

生
労
働
省
は
最
高
裁
判
所
に
上

告
を
し
て
、
判
決
確
定
を
引
き

延
ば
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
高
さ
ん
の
年
金
は
今
で

も
収
入
認
定
さ
れ
続
け
た
ま
ま

で
、
介
護
の
絶
対
的
不
足
は
今

も
続
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
高
生
活
保
護
裁
判
を

支
援
す
る
会
は
、
金
沢
市
・
厚

生
労
働
省
の
最
高
裁
へ
の
上
告

を
受
け
て
、
二
〇
〇
一
年
十
一

月
に
設
立
し
ま
し
た
。
私
た
ち

の
願
い
は
、
最
高
裁
判
所
が
高

さ
ん
の
生
活
実
態
を
知
っ
て
、

一
日
で
も
早
く
高
さ
ん
勝
訴
の

判
決
を
確
定
し
て
く
れ
る
こ
と

で
す
。そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
、

最
高
裁
判
所
に
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
地
域
の
方
々
に
も
高

さ
ん
の
実
情
を
知
っ
て
も
ら

い
、
支
援
と
ご
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。二

〇
〇
二
年
一
月
十
九
日
に

は
、第
一
回
総
会
を
開
催
し
て
、

多
く
の
方
の
参
加
と
支
援
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
も
署
名
活
動
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
裁
判
」
と
い
う
と
、
堅
苦

し
く
と
っ
つ
き
に
く
い
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
り
、
ま
た
高
さ
ん

個
人
の
問
題
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
高

さ
ん
を
は
じ
め
私
た
ち
は
、

「『
人
間
ら
し
い
生
活
』
と
は
何

な
の
か
？
」
と
い
っ
た
、
み
な

さ
ん
が
共
通
し
て
抱
え
る
問
題

を
裁
判
を
通
し
て
考
え
て
い
ま

す
。
現
在
の
社
会
保
障
制
度
に

は
多
く
の
問
題
点
が
あ
り
、
そ

れ
が
私
た
ち
国
民
の
生
活
に
ダ

イ
レ
ク
ト
に
影
響
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
現
状
も
踏
ま

え
て
、「『
人
間
ら
し
い
生
活
』

と
は
何
な
の
か
？
」、
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

一
人
で
も
多
く
の
方
に
高
さ

ん
の
生
活
実
態
を
知
っ
て
も
ら

え
て
、
そ
し
て
裁
判
を
通
し
て

一
緒
に
考
え
て
い
け
れ
ば
良
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本紙読者の皆様へ
支援のお願い
本紙読者の中でこの活動を支援

くださる方は、ぜひ会までご連絡
ください。お待ちしています。

高生活保護裁判を支援する会が開いたシンポジウム（6月29日・社会福祉会館）

市民公開講演 憲法公布56周年・講演と映画のつどい 

アフガニスタン難民の現実から 

平和といのちを考える 
コスタリカの風を感じてください!

核戦争を防止する石川医師の会 
電話 076‐222‐5373／Fax 076‐231‐5156／E-mail:iskw_kanda@doc-net.or.jp

����� ���	
������ ���
���

皆さん、ご存知でしょうか。 
日本国は、虐殺から逃れて来日し難民申請したアフ
ガニスタンの一般市民を逮捕し、入国管理センターに
収容している難民虐待国なのです。 
クルド人が2人、アフガン人が3人、ビルマ人が1人、
全部で6人の難民申請中の人が西日本入国管理セン
ターに収容されています。 
日本に行けば希望があると思って来たのに、その希
望を奪われ自殺された人もおられます。 
日弁連の国際人権問題委員会幹事の土井香苗さん
は、「あまりにもひどい」という怒りから、彼らを守るア
フガン難民弁護団の一員として裁判をしておられます。
その土井香苗さんが金沢で語られます。 
軍隊のない国コスタリカを訪問された話、有事立法
の話もされる予定です。ご来場を、お待ちしています。 

●講師　土井 香苗さん 
（全国難民弁護団連絡会議・弁護士） 

1975年神奈川生まれ。

東京大学法学部3年のとき

司法試験に合格。2000年

弁護士登録。現在、アフガ

ニスタン難民弁護団など、

外国人の権利の問題で精

力的に活動。 

●開　催　日 11月10日（日） 
●開催時間 14時～16時 
●会　　場 金沢都ホテル　7階飛翔の間（金沢駅前） 
＊入場無料です。 

問合せ先：石川憲法会議事務局（金沢合同法律事務所） 電話076‐221‐4111

石川憲法会議・石川県原水爆禁止協議会 
非核の政府を求める石川の会・核戦争を防止する石川医師の会 

動植物の宝庫として知られる中米コスタリカ。もう一つの知られざる事実に、今、世界
が注目しはじめている。―軍隊を廃止し、半世紀以上がたつ、という事実。21世紀の現
在、そこにはどんな社会があるのだろうか。人々はなにを考えて暮らしているのだろうか。 

●開　催　日 11月3日（日） 
●開催時間 開場13時、開演13時半 
●会　　場 野々市交遊舎ホール 
 （JR野々市駅裏） 
●特別鑑賞券 大人1,000円（当日1,200円） 
 中学・高校・障害者500円 

この映画は、美しい自然を背景に、憲法で常備軍を
禁じた中米・コスタリカの人々の日常を描いたもので、作家・
早乙女勝元さんの長女、早乙女愛さんが若者の感性で
プロデュースした作品としても注目されています。 
コスタリカの美しい海や森などの自然と、沖縄出身の
女優、仲村清子さんの踊りや林　光、小室等など多彩
な顔ぶれによる音楽もこの映画の見所です。 
いしかわ県民教育文化センター理事長の東孝二さん

の講演と、青年海外協力隊としてコスタリカに2年間滞
在した青年の報告もあります。 
ぜひお出かけください。 

イベント内容 
●講演 
「コスタリカ憲法12条と日本国
憲法9条に思う」 
東孝二さん 
（いしかわ県民教育文化センター理事長） 
●「コスタリカに2年暮らした青年から
の報告」 

●映画上映 
ドキュメンタリー映画 
「軍隊をすてた国」 
企画　早乙女勝元 
制作　早乙女愛 
監督　山本洋子 
出演　仲村清子 
音楽　レイ・ハラカミ、林　光、 
　　　小室等 
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シ
リ
ー
ズ 

▼
@7
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●
金
沢
市
小
中
学
校
六
百
七
人
の
教
員
の
声
か
ら
 

小
学
校
教
員
　
津
浦
容
子（
金
沢
市
） 

三
十
人
学
級
実
現
の
た
め
に（
3
回
シ
リ
ー
ズ
・
そ
の
①
）

子
ど
も
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
中
で

「
先
生
こ
っ
ち
向
い
て
」「
聞

い
て
聞
い
て
、
自
分
の
方
だ
け

向
い
て
と
い
う
子
が
多
い
」
一

人
ひ
と
り
が
私
を
見
て
、
私
を

認
め
て
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
変
わ
っ
て
き
た
と
言

わ
れ
る
が
、
一
斉
指
導
が
成
り

立
た
な
い
、
全
体
の
が
ん
ば
り

を
ほ
め
て
も
子
ど
も
の
喜
び
や

意
欲
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

「
一
人
ひ
と
り
に
心
配
り
す
る

必
要
性
が
、
以
前
に
も
ま
し
て

増
え
て
」
き
た
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
三
十
人
学
級
の

実
現
に
向
け
て
、
金
沢
市
小
中

学
校
の
教
員
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
て
き
た

子
ど
も
た
ち
の
様
子
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
三
十
人
以
上

の
ク
ラ
ス
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

小
学
校
六
〇
・
二
％
、
中
学
校

で
は
九
四
・
八
％
（
三
十
五
人

以
上
が
七
五
・
〇
％
）
で
す
。

中
に
は
四
十
一
人
と
い
う
ク
ラ

ス
も
あ
り
ま
し
た
。（
金
沢
市

全
体
の
小
学
校
一
年
生
で
は
六

一
％
、
中
学
校
三
年
生
九
五
％

な
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
態

を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ま

す
）人

数
の
多
い
ク
ラ
ス
で
は

「
目
が
行
き
届
か
な
い
」「
い
ろ

い
ろ
な
子
が
多
く
、
人
数
が
多

い
分
、
補
助
、
支
援
が
大
変
」

「
四
十
人
い
て
、
個
別
に
対
応

で
き
な
い
。
分
か
ら
な
い
子
の

指
導
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
」

の
で
す
。
人
数
が
多
い
と
い
う

こ
と
は
、
単
純
に
「
教
室
が
狭

く
見
え
、
窮
屈
で
生
徒
が
の
び

の
び
で
き
な
い
」「
教
室
い
っ

ぱ
い
の
机
の
た
め
グ
ル
ー
プ
活

動
で
は
制
限
が
あ
る
（
豊
か
な

教
育
活
動
が
で
き
な
い
…
注
・

筆
者
）」
し
、
そ
れ
で
ス
ト
レ

ス
と
な
り
、
時
に
は
「
危
険
な

こ
と
さ
え
あ
る
」と
い
い
ま
す
。

現
在
多
人
数
学
級
を
解
消
す

る
た
め
に
、
Ｔ
Ｔ
（
二
人
同
時

に
一
つ
の
授
業
を
担
当
す
る
）、

少
人
数
授
業
担
当
（
ク
ラ
ス
を

分
け
て
授
業
を
行
う
）
や
一
年

生
の
補
助
教
員
（
一
ク
ラ
ス
三

十
五
人
以
上
の
ク
ラ
ス
の
状
況

に
応
じ
て
入
る
）
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
そ
の
意
味
も
問
い
か
け
ま

し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
あ
っ

た
方
が
い
い
と
い
う
声
は
、
上

記
表
の
と
お
り
で
、
多
数
の
人

が
賛
成
し
て
い
ま
す
。
二
人
で

見
た
り
、
少
人
数
の
授
業
を
す

る
方
が
、
目
が
行
き
届
く
、
き

め
細
や
か
な
指
導
が
で
き
る
、

個
別
に
対
応
が
で
き
る
、
一
人

で
見
る
よ
り
、
二
人
で
見
る
方

が
違
っ
た
視
点
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
よ
い
こ
と
が

多
々
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
が
定
着
す

れ
ば
三
十
人
学
級
に
な
ら
な
く

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
三
十
人
学
級
に

つ
い
て
、
小
学
校
は
九
八
・

六
％
（
四
百
五
十
人
中
四
百
四

十
四
人
）
中
学
校
は
九
三
・

〇
％
（
百
五
十
七
人
中
百
四
十

六
人
）
と
圧
倒
的
多
数
の
人
が

ぜ
ひ
実
施
し
て
ほ
し
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
法
は
ど
こ
に
問

題
が
あ
り
、
三
十
人
学
級
が
な

ぜ
よ
い
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、
次
回
に
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。（
つ
づ
く
）

山
、
と
く
に
冬
山
を
単
独

で
登
っ
て
い
る
と
、
人
に
話

す
と
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
危

険
な
こ
と
を
す
る
の
か
？

冬
山
な
ん
て
お
や
め
な
さ

い
」
と
忠
告
し
て
く
だ
さ
る

方
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多

い
。
は
た
し
て
山
は
危
険
だ

ろ
う
か
？
　
自
分
自
身
に
問

い
か
け
て
み
て
も
結
論
は
出

な
い
。
た
だ
し
山
で
命
を
落

と
し
た
知
り
合
い
も
一
人
や

二
人
で
は
済
ま
な
い
の
も
事

実
で
あ
る
。

現
代
社
会
で
は
、
山
に
限

ら
ず
危
険
が
一
杯
で
あ
る
。

街
を
歩
い
て
い
て
も
交
通
事

故
に
遭
う
可
能
性
も
あ
る
わ

け
だ
し
、
仕
事
中
で
も
先
の

ア
メ
リ
カ
の
テ
ロ
事
件
の
よ

う
な
こ
と
も
あ
る
。
自
宅
で

寝
て
い
て
も
阪
神
大
震
災
の

よ
う
に
家
が
つ
ぶ
れ
て
命
を

失
う
こ
と
さ
え
あ
る
。
だ
か

ら
僕
自
身
は
山
だ
か
ら
危
険

だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

大
切
な
こ
と
は
、
山
を
登

る
た
め
の
体
力
、
気
力
、
技

術
、
経
験
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
か
ど
う
か
だ
と
、
普
段

か
ら
感
じ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
山
で
は
、
普
段
以
上
に
慎

重
か
つ
臆
病
に
な
っ
て
し
ま

う
。
さ
ら
に
自
然
に
対
し
て

は
、
常
に
謙
虚
で
あ
る
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
何
度
か
危
険
な

目
に
遭
っ
た
が
、
仕
事
に
穴

を
開
け
た
り
、
入
院
し
た
り

す
る
羽
目
に
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
か
も

知
れ
な
い
。
思
い
出
せ
ば
幾

多
の
危
険
の
中
で
最
た
る
も

の
は
、
今
か
ら
五
年
前
の
冬

山
の
出
来
事

だ
ろ
う
。

そ
の
年
の

十
二
月
、
僕

は
単
独
で
後

立
山
連
峰
の

唐
松
岳
で
冬

の
朝
焼
け
の

写
真
を
撮
る

た
め
に
稜
線

で
テ
ン
ト
を

張
っ
て
い

た
。
北
ア
ル

プ
ス
で
冬
の

朝
焼
け
の
写

真
を
撮
る
の

は
か
な
り
困
難

と
苦
痛
を
伴

う
。
当
然
、
真

っ
暗
な
時
間
に

テ
ン
ト
を
這
い

出
し
て
撮
影
ポ

イ
ン
ト
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
時
に

は
氷
点
下
二
十

〜
三
十
度
に
も

な
る
厳
寒
の
中

で
写
真
を
撮
ら

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
だ
。

そ
の
日
も
い
つ
も
の
よ
う

に
強
風
の
中
、
午
前
二
時
に

は
起
床
し
、
テ
ン
ト
の
中
で

写
真
を
撮
り
に
出
る
た
め
の

準
備
を
し
て
い
た
。
テ
ン
ト

の
中
で
は
灯
り
を
と
る
た
め

に
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
す
こ
と
は

よ
く
あ
る
が
、
寝
起
き
で
頭

が
さ
え
て
お
ら
ず
ロ
ウ
ソ
ク

を
と
も
し
て
い
る
こ
と
を
つ

い
忘
れ
て
し
ま
い
、
テ
ン
ト

内
で
コ
ン
ロ
に
ガ
ソ
リ
ン
を

注
い
で
し
ま
っ
た
。
本
来
な

ら
テ
ン
ト
の
外
で
や
る
べ
き

で
あ
っ
た
が
、
強
風
で
と
て

も
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
っ
、
と
気
づ
い
た
時
は

す
で
に
後
の
祭
り
。
テ
ン
ト

内
で
こ
ぼ
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
に

ロ
ウ
ソ
ク
の
火
が
引
火
し
て

し
ま
い
、
一
瞬
で
テ
ン
ト
内

は
火
の
海
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
服
に
燃
え
移
っ
た
火
を

消
す
た
め
に
、
即
座
に
僕
は

テ
ン
ト
を
引
き
裂
い
て
外
に

逃
れ
雪
の
上
に
転
げ
回
っ

た
。
着
の
身
着
の
ま
ま
ほ
と

ん
ど
の
装
備
を
放
棄
し
て
僕

は
た
っ
た
一
人
、
真
冬
の
稜

線
に
放
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
折
か
ら
の
強
風
で
あ
っ

と
い
う
間
に
テ
ン
ト
は
全
焼

し
て
し
ま
い
、
大
切
な
装
備

を
失
っ
た
僕
は
、
暗
闇
の
中

で
と
に
か
く
雪
洞
を
掘
る
こ

と
に
し
た
。
何
と
か
明
る
く

な
る
ま
で
強
風
を
避
け
、
寒

さ
を
耐
え
し
の
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
普

段
か
ら
雪
洞
掘
り
に
慣
れ
て

い
た
僕
は
、
必
死
に
な
っ
て

穴
を
掘
り
、
強
風
と
寒
さ
か

ら
身
を
守
り
、
明
る
く
な
る

ま
で
何
と
か
切
り
抜
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

怪
我
は
大
し
た
こ
と
は
無

く
、
手
の
ひ
ら
の
火
傷
と
髪

の
毛
を
少
し
焼
い
た
だ
け
で

済
ん
だ
が
、
一
歩
間
違
え
ば

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
場
面

で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
以
後

も
時
と
し
て
危
険
な
場
面
に

出
く
わ
す
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
何
と
か
切
り
抜
け
て
き

た
。
そ
れ
で
も
山
は
止
め
ら

れ
な
い
か
ら
、
あ
る
意
味
で

は
病
気
な
の
か
も
知
れ
な
い

と
自
己
診
断
し
て
い
る
。

山三昧 山三昧 
早川ドクターの 

早川　康浩（金沢市・内科）
【第8話】　真冬の稜線で、テント全焼!

冬の鹿島槍の夜明け…遠見尾根は鹿島槍の朝焼けを狙う
ベストポイントである。

冬の後立山連峰…冬は強風が吹き荒れ雪面に独特の
雪紋を作る。

金沢市小中学校教員を対象に実施したアンケートから 

小学校 

TT方式 配置方法 少人数担当 

64.9%69.5%

51.0%

64.4%

補助教員 

66.2% 75.2%中学校 
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
、
も
う
す
ぐ
四
年
に
な
る
。

始
め
た
時
は
遊
び
の
つ
も
り
が
、
生
ま
れ
つ
き
の
凝
り
性

（
部
分
的
だ
が
）
が
災
い
し
て
、
大
腸
の
ペ
ー
ジ
、
エ
ッ
セ

イ
と
増
え
て
い
き
、
観
光
案
内
や
ら
、
思
い
出
話
な
ど
、
果

て
は
旅
行
記
ま
で
載
せ
て
い
る
。
某
先
生
に
「
よ
く
そ
こ
ま

で
恥
を
さ
ら
け
出
せ
る
ね
」
と
、
半
ば
あ
き
れ
た
よ
う
に
言

わ
れ
て
い
る
。
う
〜
む
。

三
年
ほ
ど
前
よ
り
、
掲
示
板
を
作
っ
た
の
だ
が
、
い
つ
の

間
に
か
、
口
コ
ミ
で
い
ろ
ん
な
お
尋
ね
ご
と
が
書
き
込
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
内
容
も
大
腸
癌
の
治
療
に
関
す
る
も
の

か
ら
、
お
な
ら
の
悩
み
ま
で
、
種
々
雑
多
で
あ
る
。
掲
示
板

で
最
も
困
る
の
は
現
在
治
療
中
の
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ

る
。
自
分
の
症
状
を
事
細
か
に
述
べ
て
あ
る
。
そ
し
て
主
治

医
の
話
も
・
・
・
。
大
抵
の
場
合
、
情
報
は
不
正
確
だ
っ
た

り
、
不
足
し
た
り
、
あ
る
い
は
又
聞
き
だ
っ
た
り
す
る
。
そ

れ
で
も
本
人
の
不
安
、
焦
り
、
絶
望
感
だ
け
は
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
っ
て
く
る
。
結
局
主
治
医
と
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ

ン
セ
ン
ト
が
キ
ー
ワ
ー
ド
な
の
だ
が
、
そ
う
い
う
ア
ド
バ
イ

ス
に
対
し
て
一
様
に
帰
っ
て
く
る
答
え
は
「
聞
き
た
く
て
も

聞
け
な
い
。
忙
し
そ
う
で
そ
こ
ま
で
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ

な
い
」、
で
あ
る
。

八
月
の
あ
る
日
、
佐
賀
県
唐
津
の
方
よ
り
、
掲
示
板
で
ご

相
談
を
い
た
だ
い
た
。
大
腸
ポ
リ
ー
プ
の
診
断
と
治
療
の
相

談
だ
っ
た
。「
肛
門
出
血
で
大
腸
検
査
を
し
た
と
こ
ろ
ポ
リ

ー
プ
が
あ
っ
た
。
癌
か
も
し
れ
な
い
と
主
治
医
に
言
わ
れ
た
」

か
ら
始
ま
っ
た
。
掲
示
板
で
の
や
り
取
り
は
、
都
合
十
数
回

に
及
ん
だ
。
相
談
は
数
度
の
や
り
取
り
で
終
わ
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
無
論
、
実
際

の
診
療
で
は
な
い
の
で
、
限
界
も
あ
る
し
、
責
任
の
問
題
も

あ
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
こ
で
し
か
伝
わ
ら
な
い
、
顔
が
見
え

な
い
が
故
に
伝
わ
る
こ
と
も
あ
る
、
・
・
・
と
最
近
思
う
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

人
は
み
な
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
正
確
に
、
そ
し
て

要
領
よ
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
は
な
い
。
診
察
室
と

い
う
特
殊
な
空
間
で
、
ま
し
て
や
自
分
の
生
死
に
関
わ
る
話

を
冷
静
に
判
断
で
き
る
人
間
が
ど
の
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う

か
。
話
す
医
者
の
側
に
も
、
そ
れ
を
包
容
す
る
だ
け
の
心
の

ゆ
と
り
と
時
間
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ

ン
セ
ン
ト
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
。
夜
、
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
自

分
の
疑
問
を
整
理
し
、
そ
し
て
自
分
の
不
安
を
少
し
で
も
相

手
に
伝
え
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
に
要
求
さ
れ
る
の
は
共
感
、

受
容
、
そ
し
て
傾
聴
で
あ
る
。

あ
る
日
、
唐
津
よ
り
小
包
が
届
い
た
。
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

と
湯
飲
み
茶
碗
。
私
が
果
た
し
た
役
割
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い

物
だ
っ
た
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。「
掲
示
板
を
続
け
て
下

さ
い
。
そ
れ
が
と
っ
て
も
救
い
に
な
り
ま
し
た
」、
そ
の
言

葉
が
繰
り
返
し
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
在
り

方
を
私
に
問
い
か
け
る
の
で
あ
る
。

唐
津
焼
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト

ド
ク
タ
ー
コ
ロ
（
金
沢
市
・
外
科
）
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オ
ペ
ラ
や
イ
タ
リ
ア
歌
曲
の

合
間
に
日
本
の
歌
を
歌
う
こ
と

が
あ
る
が
、
そ
ん
な
と
き
妙
に

心
が
楽
に
な
る
よ
う
な
気
が
か

ね
が
ね
し
て
い
た
。
し
か
し
、

演
奏
会
が
終
わ
れ
ば
そ
ん
な
こ

と
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う

の
で
、
あ
え
て
理
由
を
考
え
る

こ
と
も
無
か
っ
た
。
兎
に
も
角

に
も
イ
タ
リ
ア
も
の
が
大
好
き

で
、
歌
を
始
め
て
以
来
、
ひ
た

す
ら
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
に
ど
っ
ぷ

り
浸
か
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
イ
タ
リ
ア

人
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
が
歌
う
日
本

古
謡
「
さ
く
ら
」
を
聴
い
た
。

声
も
表
現
も
素
晴
ら
し
く
、
ま

さ
に
大
感
激
で
あ
っ
た
が
、
ふ

っ
と
目
を
つ
ぶ
っ
て
耳
を
傾
け

た
と
き
、
瞼
の
裏
に
映
る
あ
の

日
本
の
桜
が
ど
う
し
て
も
浮
か

ん
で
こ
な
い
。
結
局
、
こ
の
イ

タ
リ
ア
訛
の
日
本
語
に
し
っ
く

り
会
う
桜
は
日
本
の
ど
こ
に
も

な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
と
同

時
に
、
僕
が
歌
う
イ
タ
リ
ア
オ

ペ
ラ
も
ま
た
所
詮
実
体
の
な
い

摩
訶
不
思
議
な
代
物
で
は
な
い

か
と
い
う
考
え
に
心
が
ハ
ッ
と

射
抜
か
れ
て
急
に
オ
ペ
ラ
熱
が

冷
め
て
し
ま
っ
た
。
せ
っ
か
く

声
も
出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
に
…
。
と
こ
ろ
が
意
気
消
沈

し
た
心
に
、
確
信
に
近
い
強
さ

を
持
っ
て
「
日
本
人
に
は
日
本

の
歌
が
あ
る
」
の
で
は
と
言
う

思
い
が
浮
か
ん
だ
。
こ
の
言
葉

に
救
わ
れ
て
、
僕
は
日
本
の
歌

を
歌
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。そ

し
て
日
本
の
歌
を
歌
い
始

め
て
、
三
つ
ば
か
り
面
白
い
こ

と
に
気
が
つ
い
た
。

一
つ
目
は
至
極
当
た
り
前
の

こ
と
で
は
あ
る
が
、
非
母
国
語

の
イ
タ
リ
ア
語
、フ
ラ
ン
ス
語
、

ド
イ
ツ
語
で
歌
う
と
き
、
発
音

と
意
味
理
解
の
不
正
確
さ
に
対

す
る
う
し
ろ
め
た
さ
や
不
安
感

が
と
て
つ
も
な
い
重
圧
を
作
り

出
す
。
言
葉
自
体
の
持
つ
雰
囲

気
と
意
味
が
理
解
で
き
る
こ
と

は
歌
う
も
の
に
と
っ
て
大
変
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。
片
言
の
言

葉
で
ど
う
し
て
細
か
い
心
の
ひ

だ
が
表
現
で
き
よ
う
か
。
意
味

も
発
音
も
何
も
か
も
当
た
り
前

の
よ
う
に
分
か
っ
て
歌
う
こ

と
、
そ
れ
が
繊
細
な
表
現
に
結

び
つ
き
、
聴
く
人
の
心
に
様
々

な
共
感
を
生
み
出
す
の
で
あ
る

か
ら
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
な
ら
至

極
当
然
で
あ
る
こ
の
こ
と
が
極

東
の
島
国
の
オ
ペ
ラ
歌
手
に

は
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
難

事
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ひ
と
え

に
わ
れ
わ
れ
が
日
本
人
で
あ
る

と
い
う
事
実
に
根
ざ
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
本
当
の
オ
ペ
ラ
を

歌
う
に
は
日
本
人
を
辞
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

さ
て
、
二
つ
目
は
こ
う
で
あ

る
。
日
本
の
歌
の
練
習
に
当
た

っ
て
僕
は
、
歌
詞
を
何
回
も
繰

り
返
し
て
読
み
返
す
よ
う
に
し

て
い
る
。
理
由
は
読
み
返
し
な

が
ら
自
分
の
心
の
中
に
一
つ
の

映
像
、
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ

る
た
め
で
あ
る
。
今
ま
で
、
自

分
が
体
験
し
た
こ
と
、
見
聞
き

し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
歌
に
最

も
し
っ
く
り
し
た
情
景
を
創
り

あ
げ
る
。
歌
詞
を
吟
味
し
て
い

る
と
、
す
で
に
死
語
や
化
石
と

な
っ
た
素
晴
ら
し
い
言
葉
に
遭

遇
す
る
。
ま
る
で
宝
石
の
よ
う

に
美
し
い
日
本
語
は
妙
な
る
調

べ
を
も
っ
て
響
い
て
く
る
。
そ

の
よ
う
な
日
本
語
の
数
々
を
知

る
に
つ
れ
て
日
本
人
の
持
つ
感

性
の
素
晴
ら
し
さ
や
細
や
か
な

情
緒
に
驚
か
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
し
て
消
え
ゆ
こ
う
と
し
て
い

る
言
葉
た
ち
に
愛
し
さ
と
悲
し

み
さ
え
覚
え
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
。
こ
の
歳
に
な
っ
て
は
じ

め
て
知
っ
た
日
本
語
の
素
晴
ら

し
さ
、
そ
の
言
葉
を

土
台
と
し
て
創
り
あ

げ
ら
れ
た
文
化
の
深

さ
に
、
驚
嘆
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
歌

の
お
陰
で
素
晴
ら
し

い
日
本
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
は

予
想
外
の
喜
び
で
あ
る
。

三
つ
目
が
大
変
だ
。
日
本
の

歌
手
な
ら
日
本
の
歌
を
歌
う
の

は
当
た
り
前
で
あ
る
。
加
え
て

外
国
の
歌
が
歌
え
れ
ば
な
お
拍

手
喝
采
で
あ
る
。
外
国
人
な
ら

誰
で
も
そ
う
思
う
で
あ
ろ
う
。

世
界
は
ボ
ー
ダ
レ
ス
の
時
代

と
い
う
。
し
か
し
、
日
本
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
し
っ

か
り
持
っ
た
上
で
、
国
際
感
覚

を
身
に
つ
け
た
人
間
を
外
国
人

は
評
価
す
る
。
歌
で
言
え
ば
自

国
の
文
化
や
歌
で
し
っ
か
り
と

し
た
土
台
を
築
き
、
そ
の
上
で

イ
タ
リ
ア
の
歌
を
歌
う
。
こ
れ

が
で
き
れ
ば
僕
の
歌
は
き
っ
と

重
み
を
持
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

北山　吉明（金沢市・形成外科） 
9

【
第
八
夜
】「
日
本
人
に
は
日
本
の
歌
が
あ
る
」 

■
■
■
■ 

音 

楽 

夜 

話 

囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（解答は3面にあります） 

黒番でどうなりますか。 

日常診療に役立つEBM（向精神薬治療ガイドライン）講演会 日常診療に役立つEBM（向精神薬治療ガイドライン）講演会 
～ 気分障害（軽症うつ）、不安、睡眠障害の方への薬の使い方 ～ 
と　き 

２００２年１０月２２日（火） 
午後7時半～9時 

ところ 

金沢都ホテル 5階「能登の間」 

参加費 

無料 
ただし、テキスト『向精神薬治療ガイドライン』 
（特価3,000円）をお持ちでない方は、受付で 
ご購入ください。 

精神科・心療内科講師による「私の処方術」 
石井陽会員／奥田宏会員／坂戸俊一会員 
『向精神薬治療ガイドライン』に基づき、推奨する処方について討議します。 

dddお申し込みは、保険医協会までお電話またはFAXでddd

主催／石川県保険医協会 電 話 ０７６‐２２２‐５３７３ FAX ０７６‐２３１‐５１５６ 

『向精神薬治療ガイドライン』 
【2001年12月20日発行・A5判・327頁・定価3,500円→会員特価3,000円（税／送料共）】 

※上記講演会の事前にお求めになり
たい場合や、上記講演会に出席され
ない場合でもご注文頂けます。 
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と
い
う
の
は
自
国
の
文
化
を
理

解
す
る
力
が
、
ひ
い
て
は
相
手

の
国
の
文
化
の
理
解
と
尊
敬
に

結
び
つ
く
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
だ
。

そ
う
考
え
な
が
ら
日
本
の
歌

と
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
に
再
び
邁

進
す
る
今
日
こ
の
ご
ろ
な
の
で

あ
る
。




